
（耕論）私たちはどこにいるのか 川上弘美さん、山

極寿一さん 

2017 年 1 月 1 日 05 時 00 分 

  

  ■極大化した不安、共に過ごす時間を 山極寿一さん（霊長類学者、京都大学総

長） 

 安心が消え、不安が極大化した時代。私はいまを、そうとらえています。 

 人類の進化の歴史を振り返ってみましょう。アフリカでチンパンジーとの共通祖先か

ら枝分かれしたのは７００万年前。大型肉食獣に襲われる恐れのない樹上空間があ

り、実り豊かな熱帯雨林の中でした。４５０万年前頃からサバンナへ進出した。霊長類

ヒト科の中でヒトだけが世界中に散らばるきっかけです。サバンナは逃げ場がなく、さ

ぞ不安だったでしょう。 

 狩猟具を持ったのは５０万年前、大きな獲物を協力して狩るようになったのは２０万

年前です。人類の歴史のほとんどは、肉食獣から逃げ隠れし、集団で安全を守り合う

時間でした。安全イコール安心です。だから人間の体の奥底には、互いに協力しない

と安心は得られないことが刻み込まれ、社会性の根深い基礎になっています。安心

は決して一人では得られません。 

 安心をつくり出すのは、相手と対面し、見つめ合いながら、状況を判断する「共感

力」です。類人猿の対面コミュニケーションを継承したもので、協力したり、争ったり、

慮（おもんぱか）ったりしながら、互いの思いをくみ取って信頼関係を築き、安心を得

る。人間だけ白目があるのも、視線のわずかな動きをとらえ、相手の気持ちをよりつ

かめるように進化した結果です。 



 脳の大きさは、組織する集団の人数に比例します。構成人数が多いほど高まる社

会的複雑性に、脳が対応しました。現代人と同じ脳の大きさになったのは６０万年前

で、集団は１５０人程度に増えていました。年賀状を書くときに思い出す人の数、常に

顔を覚えていて、信頼関係を持てる人の数とほぼ同じですね。言葉を得たのは７万年

前ですから、言葉なしに構築した信頼空間です。日頃言葉を駆使し、人間関係を左右

していると思うのは、大きな間違いです。 

    ＊ 

 現代はどうでしょう。集団とのつながりを断ち、集団に属することで生じるしがらみや

息苦しさを軽減する。個人として存在しやすいように技術は進み、経済成長を実現し

てきました。次々にマンションが建ち、個人は快適で安全な環境を得ましたが、地域

社会の人のつながりはどんどん薄れた。 

 直近では、人々はソーシャルメディアを使い、対面不要な仮想コミュニティーを生み

出しました。人間の歴史の中にない集団のつくり方です。嗜好（しこう）や時間に応じ、

出入り自由なサイバー空間で「いいね！」と言い合い、安心しあう。現実世界であまり

にもコミュニティーと切り離された不安を心理的に補う補償作用として、自己表現して

いるのかも知れません。でも、その集団は、１５０人の信頼空間より大方は小さく、い

つ雲散霧消するかわからない。若者はますます、不安になっています。 

 クリスマスを一人で過ごす若者の中に「一生懸命働いた自分へのご褒美」に、自分

に高級レストランを予約する人もいると聞いて考え込んでしまいます。人間は他人か

ら規定される存在です。褒められることで安心するのであって、自分で自分を褒める

という精神構造をずっと持たなかった。それがいま、少なからぬ人々の共感を呼んで

いる。やはり人間関係が基礎部分から崩れていると感じます。 

 土地とも人とも切り離され、社会の中で個人が孤立している時代です。人類はどう

やって安心を得たのか、生身の体に戻って確かめるために、霊長類学が必要とされ

ているのでしょう。 

    ＊ 

 大気汚染や原発事故など、安全と安心を与えてくれると期待された科学技術への

信頼は低下しました。一方で遺伝子を組み換えて食料の生産性を上げ、ＡＩ（人工知

能）は人間の思考力を早晩上回るという。自ら開発したものを制御できるのか、「人間

はこのままでいられるか」という、壮大な不安のただ中にいる。しかも、その不安を解

消する手段を持ちません。 

 ビジネスも、不安をあおり立てることで成り立っています。保険や防犯システムに限

りません。「ファッションが流行遅れかも」といった、他人から下に見られるかもしれな



い、社会の負け組になるかもしれないといった不安を、企業はあの手この手で刺激し、

解消策を商売のタネにする。 

 種々の不安は大きくなり続け、とどまることがない。「不安の極大化」とは、そういう

意味です。 

 人々が信頼をつむぎ、安心を得るために必要なのはただ一つ。ともに時間を過ごす

ことです。その時間は「目的的」であってはなりません。 

 目的的とは「価値を得られるように過ごす」こと。いまは短時間でより多く価値を増や

すことが求められますが、安心を得るのに必要なのは、見返りを求めず、ただともに

過ごすこと。互いに相手に時間を捧げる。赤ちゃんに対するお母さんの時間がよい例

です。 

 昨今は同窓会ブームだそうですが、長い時間をともにした同級生となら、顔を合わ

せるだけで信頼関係を取り戻せる。心の底に安心できない自分がいる裏返しです。 

 類人猿にはない、人類の進化の謎の一つに「プラトニックラブ」があります。子を残

せないから生物学的にはムダなのに、熱い情熱と長い時間を注ぐのは、思い合うこと

が信頼や安心をもたらしてくれるから。人間は、一人ではどうにも生きられない存在な

のです。 

 グローバル化で社会が均一化すると、逆に人々の価値観は多様化する方向へ向か

います。個人が複数の価値観を備え、自分が属する複数の集団でそれぞれのアイデ

ンティティーを持つようになります。そうした時代には、五感をフル出動させた人間関

係のつくり方がさらに重要になるでしょう。 

 （聞き手・畑川剛毅） 

    ◇ 

 やまぎわじゅいち １９５２年東京生まれ。７８年からアフリカでゴリラの野外研究を

続け、類人猿の行動や生態を基に人類社会の由来を探る 

 


